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葵
友
会
福
井
支
部
設
立
三
十
周
年

福
井
支
部
長	

神
﨑　

洋
治
（
昭
43
）　

　

福
井
支
部
は
本
年
度
、支
部
設
立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、

七
月
二
十
三
日
（
土
）
に
平
成
二
十
八
年
度
定
期
総
会
と
懇

親
会
に
加
え
、
大
学
と
の
共
催
で
堺
学
長
に
よ
る
「
公
開
講

演
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
場
は
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
前
に
誕

生
し
た
福
井
市
に
ぎ
わ
い
交
流
施
設
「
ハ
ピ
リ
ン
ホ
ー
ル
」

で
す
。

　

福
井
県
は
日
本
の
真
ん
中
、
本
州
が
北
に
折
れ
曲
が
っ
た

日
本
海
側
で
、
人
口
が
七
十
八
万
人
の
県
で
す
。
東
京
ま
で

三
時
間
三
十
分
、
大
阪
、
名
古
屋
ま
で
は
二
時
間
の
電
車
距

離
で
、
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
す
る
以
前
は
、
夜
行
列
車
で

十
一
時
間
か
け
て
上
京
し
て
い
ま
し
た
。
福
井
県
の
特
色
は

原
発
銀
座
と
言
わ
れ
、
十
五
基
の
原
子
力
発
電
所
が
若
狭
湾

に
集
中
し
て
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
教
育
県
で
も
あ
り
、
中
学

生
の
学
力
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
各
県
の
教
員
が
研
修

に
来
る
ほ
ど
で
す
。
昨
年
、
お
隣
の
金
沢
ま
で
北
陸
新
幹
線

が
開
通
し
た
影
響
で
、「
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
」
や
、
戦

国
武
将
朝
倉
義
景
の
「
一
乗
谷
朝
倉
遺
跡
」
が
脚
光
を
浴
び

て
観
光
客
の
入
り
込
み
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
昭
和
三
十
九
年
、東
京
経
済
大
学
に
入
学
し
て
す
ぐ
、

福
井
県
人
会
が
開
催
さ
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。
柔
道
部
、
剣

道
部
な
ど
の
諸
先
輩
が
部
活
の
胴
衣
の
ま
ま
で
参
加
し
て
お

り
、
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
メ
ン
バ
ー
も
現
在

支
部
活
動
を
盛
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
に
は
県

出
身
学
生
数
が
毎
年
十
人
以
上
、
本
学
に
在
籍
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
残
念
な
が
ら
二
名
で
す
。

　

葵
友
会
福
井
支
部
の
設
立
は
三
十
年
前
で
し
た
。
当
時
の

支
部
長
は
大
倉
高
商
出
身
の
方
で
、
富
塚
学
長
も
来
福
さ
れ

た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
支
部
の
活
動
に
浮
き
沈
み
は
あ
っ
た 

も
の
の
、
葵
友
会
本
部
の
ご
指
導
や
、
先
輩
達
の
ご
尽
力
に 

よ
り
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
県
内
の
会
員
数
は
百
三 

十
名
ほ
ど
で
、
例
年
の
総
会
に
出
席
さ
れ
る
方
々
は
延
べ
三 

十
五
名
ほ
ど
で
す
。
最
近
は
平
成
の
卒
業
会
員
も
参
加
し
て

年
齢
幅
が
広
が
り
楽
し
み
で
す
。

　

現
在
の
支
部
活
動
と
し
て
は
、
定
時
総
会
時
に
会
員
相
互

の
研
鑽
と
親
睦
を
図
る
目
的
で
、
会
員
の
方
の
日
頃
の
社
会 

活
動
発
表
や
店
舗
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を
五
年
ほ
ど
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
総
会
後
に
は
、「
支
部
だ
よ
り
」
を
発
行
（
担
当　

米
村 

〔
旧
姓
堀
〕
輝
子
氏
・
昭
47
）
し
て
、
会
員
の
皆
様
に
毎
年
配 

布
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
好
評
で
す
。
昨
年
ま
で
の
二
年

間
は
、
母
校
硬
式
野
球
部
出
身
の
石
野
投
手
が
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ 

福
井
ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
に
入
団
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

毎
回
球
場
に
足
を
運
び
、
時
折
々
、
会
員
と
共
に
石
野
選
手

の
激
励
会
を
行
い
、
支
部
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
三
十
周
年
記
念
公
開
講
演
会
に
は
、
会
員
は
も
と

よ
り
、
高
校
生
を
含
む
一
般
公
募
の
参
加
者
を
増
や
し
、
東

京
経
済
大
学
の
ア
ピ
ー
ル
を
、
支
部
を
挙
げ
て
福
井
県
で

大
々
的
に
行
い
ま
す
。


